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一地質図のいろいろ

黒田和男

地質図とはある地域内の地質の状態言いかえれば

岩石の種類とその種類ごとの分布のようすを平面図

として色や模様や記号を用いてあらわしたものである.

この平面図のうえには岩万相互間の移りかわりのよ

うすたとえば整合･不整合･断層などの区別榴曲の

頂部や底部榴曲軸ののびの方向層理面･節理面の傾

きや流理線の方向を測定した場所とその測定値化石や

鉱石の産出位置などがつけ加えられて地質の状態がわ

かりやすくなっている.

さらに地質図はふつうの地形図の上に描かれている･

この地図を基図と呼び正式には等高線式地形図がこれ

に使用され地質の判読をいっそう容易にしている皿

地質図幅は地質図の1種類であるがこれはある園

またはある地方を一定の基準にしたがっわ枠組みで分割

し個々のマス目内の地質をばぽ一定の図式で爽瑚して

となりあわせのものを順番につないでも全体としてまと二

まって見えるように作った略のをとくにこういう｡

枠組みの基準には通常経線と緯線が用いられている｡
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第1塞地質図幅の縮尺例

世界中の多くの国は地質調査を基本事業にとり入れ

その成果を地質図幅として出版している.その目的と

するところは地質の調査･研究成果を一般大衆にひろ

く発表して科学および鉱工業技術の進展に寄与する点

にある.いつでもどこでも誰にでも容易に手に入

れて利用できることそれを読めば一定の精度で地質の

状態が理解されることこれが地質図幅につけられた条

件である.

地質の研究と地質図作成

地質の状態を知ることの内容を要約すると地域を椴

成するすべての岩石の

(1)できたどころ(地淡か地下か)

(2)で慧た1ゆ4､(;㌦いか義斯しレ･か)

がわかりこれが組み合わされて地史を縮むことができ

るということになる田地質図は地史に基づいて描かれ

た㍑)であるから地質の状態を知る一地史を編む一地

質図を描くヱどばそれぞれ金く同じ意味内容をもつ

という二とも了解されふさて地質図に基準をおい

て地質の研究を分類すると次グ)ようになる苗

(a)地質図を正しく描くための研究それには

岩二石のできたところできた時代が何か夢)乎がかりをも

とにして決められねばならない｡

その手がかりとしては

特定の化石･化石群

特宛の鉱物

岩1石の組織1椎造

特殊の元素･微量元素一1同位況素

などがあり舳:究者の手で箭淡される数多くの地質図は

独特の手がかりを堪準とくに時代のノぐ度としその尺

度にしたがってその研究者が描いたものである目した

がって手がかりが違えば同じ地蛾であっても違った

地質図ができるのがあたりまえで一致するのがあれば

偶然に近いとさえ書える目地質学の例:完の多くはい�
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まなおこの分野を占めている.

(b)地質図からある特定の岩石の広がりを求

めるための研究これには岩石のできた場所と時代を

知っでどのような物理的化学的性質をもつかを判断

するための研究その性質が条件が変るとどのように変

化するかを知る研究などが属し広い意味での応用地質

の分野に入れられるものである｡

driftの凡例の1郷

喜帥蝸総八例の1都

第1図

イギリスの

1インチ:

1マイル

地質図幅

上は

���

下は

���
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この分野は広く地下資源の開発に役立つだけでなく

土木･建築その他各種の事業に資料を提供するなどの実

際の効果があり地質図幅が有効に広く利用されるため

にはこの分野の研究がもっと重視され発展されねば

ならない.要するに地質図ができあがるときには

地質図を仰る方法の研究

地質図をよむフゴ法の研究

が判然と区別されるが両者は車の両輪であり

で差別されることは許されるべきでない.

地下地質図と表層地質図

実際面

地質図は地殻の最表層部岩石圏と気圏との境界位置

における岩万の分布状態をあらわすのが原則である.

したがって地表で水におおわれている所以外はかな

らず何かの地質区分に入れられている.

しかし地表にはふつう表土や土壌があらわれていて

岩石が出ているのはまれである.地質図では表土の

うちの残積土(residu乳1･oi1)はそれを生産した岩石と

同じとみなし運積土(t腕･po･t出･･il)と堆積土

(sedi㎜㎝taryso1里)はもとの岩石からは切りはなして

それより若い別種の地層として取り扱㌣･ている.した

がって地表が残積土以外の表土で厚くおおわれている場

合にはその下にかくされている岩盤1基盤グ)岩石の種

類や地質構造は崖ふもや谷底のように岩盤が露出し

ているところでしか図上に表現することができない.

もし表土層でおおわれている岩石の分布や地質構造

を図示したいときはじやまになる表土をとり除いたと

仮定して地質図を作らねばならない.

欝翌図はイギリスのユイン

チ:1マイル地質図幅である､

同じ区醐地域について｢我ヒ層｣

を入れて作った地質図を“drift"

吠土層｣をとり除いて作った地

質図を“So胴亘'と呼んでいる.

ニク)藪つは1剤じ,版を月コい{{d望至ft"

では基盤をなす地層の断面図地

i質牟韮)吠優王グ)童窪逢三を二…誉削各し{喜磐0王id'葦

では表土層を塗色するかわりに

そ寮)下の地層を塗り分けている.

ソ)図夢)地域グ)ぽぽ90%の面積

は氷河に関係する雌積層(第四系)

でおおわれておりそれを図示し

ていてはその下にある爽炭層を

第2図ポｰランドの200万分の1地質図帖(At1asGる｡logiquedePoIog皿e)

(上図左から①②下図左から③④⑤)�
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含む石炭系の地層の地質構造が表現されない.“solid''

によって爽炭層のようすが明らかになってくる.

第2図はポｰランドの200万分の1地質図帖

(Atl･･G6･1ogiqu･d･P･logn･)で5枚の図葉に分かれ

ており次のような内容となっている.

図葉1一般地質図“drift"に相当するもの

図葉2第四紀層図第四紀層を堆積環境と堆闘時

代ごとに細分し先第四紀層は一括して塗色

してある

凶某3地質図(第四紀層を省1喀)同時に第四紀層

の下限深度が深度等値線として入れられて

いる

凶葉4地質図(第四紀層･第三紀層を省略)第三

紀層の下限深度が深度等値線として入れら

れている.

図葉5重力団プｰゲｰ異状値が等値線で描かれ

さらに10mga1ごとに塗色の差がつけられ

て起伏模様が一兄してわかるようになって

いる

以上5枚を連続して読むことにより表層から地下が

なりの深さまでの地質が理解される.

日本の地質図幅は``drift''の方式で一貫されているが

将来は“so1id''の方式をごとに平野部についてとり

いれねばならない.しかしそれには現在以上に地

下探査資料深井戸地質柱状資料を統一された方法で収

集･解読せねばなるまい.日本の地質はイギリス

カナダの例のように1ト1～古生界や先カンブリア系を直

接第四系がおおっている状態言いかえれば基盤と

るのに非常に困難な未開の原野で吃簡単に地質を推察す

ることができるので1945年以来空中磁力計の発達と

ともに各国で地質および地下資源の予察･探査に活用

されるところとなった.カナダイギリスオｰスト

ラリアアメリカン連等では広くこの方面に利用す

ると剛寺に空中磁気図を図11価形式で出版するようにな

っている.

第3図はカナダ地質調査所の1インチ:1マイ

ル縮尺空中磁気図幅で緯線30'経線15'で切った枠組

みのなかに磁力分布が全磁力等値曲線として表現さ

れている.全磁力分布のデｰタは図上に示してある

南北方向の飛行経路に沿って連続的に測定した値をコン

パイルしたものである.地質の状態は等値曲線によ

って描かれる全磁力の起伏模様から判読する一図の右

下枠外には

･高い磁気異状値は迦常鉄の含有量が比較的多い輝緑岩

はんれい岩又は蛇紋岩などの糊i長性の岩石の存在を示すが

特例として磁性鉱床あるいは磁性の鉱物に起因する場合

も予想される

･磁気異状は堪盤岩石(basementrock)のありかたに

もとづくこの変化のあらわれかた一すなわち等値1山

線の描く模様一は埜盤岩石の深度基盤若布の鉱物組

成の差のどちらかがもたらしたものである高い異状値'

は岩石中の磁鉄鉱含有量の増加によるものと考えられるが

微少な強度変化は上記の理1｣]による也のである

等の簡蝦な説明がある.なおヂ卿meansOfthemag-

neticano搬釧ies,Yariousroc虻bod量慧§orstructura1

featuressuchasfau王tsorfo1ds亨mayもetracedbythe

geo1ogistinto,or纂｡ro繍area§offe仰｡rnooutcrops.

r表土層｣が簡単に区別できる条件でないの

で地質を描きだす方法も困難が予想され

る.

空中磁気図

磁気探査は地磁気の畑地的な変化を横川

して地殻の表層付近に分布する岩石の磁気

的性質を考察するもので直接には磁性鉱床

の探査に役立つがそれぞれの岩石にある固

有の磁気附性質がわかれば間接に地下構造

や地質の探査に利川することができる.

空中磁気探査は飛行機またはヘリコプタ

ｰに特殊の磁力計を積んで地磁気の全磁力

の変化を連続的に測定記録するものである.

したがって条件さえ許せば1三老路から接近す

錦3図

カナダ地質調査所の1インチ:1マイル縮尺の空中磁気図帽�
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In㎜anyinstances,however,nointerpretationof

�牴楣畬�慮潭�����灯�楢����瑦��敲

geo1ogica1information.｣の誌記は探奔の概念をよく

言いあらわしている.

第迅図は1インチ:1マイル図の16枚をまとめ

て1インチ:4マイル図としたものである｡図上左側

の枠外の凡例には｢飛行経路その他は省略したこと

地磁気の全磁力の純対値が必要ならば等値線からよみ

とられる数他に59,000γの値をカHえることただし

“interpretation''だけならば59,000γは必要でない｣

という意味のことが書いてある.

等値曲線の間隔は1C0γで赤色系の

色で段階が次のようにつけられている｡

さ等値線の形などから地質を判読した結果が記述され

従来この地域に関してなされた地質調査の成果と対照さ

せてある｡緒論だけを下表にまとめてみる.

く2,0007亦色系淡

↑

2,000～2.3007

2,300～2,600γ

2･600～3･0007↓

3,000～4.0007濃

〉4,000γ瓜く塗りつぶし

舳脇5007主.l1出線1007

飛行高度は地表から1,000ft(≒300m)

図の左側枠外には全地域を磁場の強

ある地域の地質'を推定するのに飛行機から地表を一

種の走査法で測定しその結果を平面図または断面図に

コンパイルして地質を判読する方法は測定の技術や精

度さえ許せば手っとり早い.いま述べた空中磁気I探査

もその1方法であるが遠赤外線レｰダｰE.M法な

どにその可能性が認められつつある.

区分'一自�岩石.の推定�磁力の起伏形態

�basicphaseofgranod1orite�斗700-800γ

�■`'�一

b�1)止･･i･ph･…fg･･i･･1cg･…di･･it･又はm･t･一9･bb･･2)止蝸icg冊1ss�十鼓大1,5C0γ

c�baSiCparagneiSS�斗200-700γ

d�n㎝一maξneOcparagneiss�一100～500γ

e一{�basicphaseofparagneiss�十

�ferromagneticphaseofgneissicgrano出｡rite�低～中低度

9■一1-h�gabbro叉はultrabasio�十200γ以上

i�ferromagnetヨ｡phaseofgranodiorite～9rani“ogneiss�弱

j�1)㎜副ssi･･g･a･ite2)m･s･i･･一9･･i･･i･g閉･it･,9･･mdi･･it･･lightlyfe1･romagneticparagnei5s�magnetiCb副O㎏rOund

↑下図の説明

第4図

空111磁気図幅

1インチ:1マイル図を16枚まと

めて1インチ:4マイル図とした

也の�
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土木地質図

もし地質の状態一個々の岩石についての岩石学的記職一

一が地質図または説明書で十分くわしくなされているな

らばその岩石の工学的性質すなわち

(1)風化侵伽に対する抵抗性

(2)透水性

(3)力学約な安定度又は強さ

を経験的に判断して土木建築工事に対する設計･見積

りの資料とすることができる.したがってふつうの

地質図は同時に予察土木地質図となりうる性質を兼ね

ている.他方土木建築工事は極端にいえばその時

その時に応じてその土地条件に適した施工方法があり

地質の精査は土木調査のなかで改めて行なわれるので

ひとつの計画をあらかじめ予想していわゆるミ土木地

質図幡多を作るのはきわめて困難である.

日本で｢表編地質図｣と称し作業段階に入っている

地質図があるがこれはとくに岩石･岩盤の強度を表

現の中にとり入れた一種の土木地質図である.しかし

土木工事だけでなく農業･林業その他に結びつく地質

の要素としては風化性と透水性の方がより重要であっ

てこの方面の開発が望まれる.

第6図はアメリカの多目的地質図である.こ

の基図は等高線式地形図でなく集成

写真をそのまま用いている点に注目され

る.枠外下側にはかなり詳細に地質

が説明されており右側にはマス目が組

まれていて各地質単位ごとに

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

地質単位の名称

地層を構成する岩石名と

簡単な岩石学的記楓

地層の浮さ

地層の生成環境

下位囑どの累重関係

判れ目の発達状況

露出の状況と地形1二の特竹1

排水･透水化

斜面の安定性

工事の難易度

が次に示される表現で記述されてい

る.

なおこの地域はコロラド河大峡谷の北方に当たり

コロラド河の谷壁断面にみられる地層の累重状態がその

ままわずかの傾斜で続いてそれぞれの岩石ごとの性質

の差が忠実に地形にあらわれているいわば地形地質

学の標式地である.
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第6図アメリカの多目

的地質図(上の泰はその説明の一郡)�
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鉱床地質図

鉱床が地｢ぐにどのていど賦存しているかを知ることは

その鉱床を開発する場合にはどうしても必要であり地

質図はその手段に使われてきた.とくに鉱床の賦存状

態に関係した事がらを1い心として揃いた地質図がここに

考えられる･地図上の1つの点を考えた場合に鉱床

地質図としての条件を滴定するためには

(1)その点の地下句㎜のところに鉱床があり

(2)その場所での鉱量(地層の厚さ)はどれ位

で

(3)その場所での鉱床の質はどの程度か

が表現されなければならない.いろいろの地下探査法

はこの答を1止1すためにありたとえば堆積性鉱床石油

石炭石灰石など各種の非金属鉱床ではこの答を図上

で表現することは容易である.しかしこれら地下資

源の大部分は一種の私有財産で鉱業会社では独自の

方式で上記の条件による鉱床地質図を作っているがそ

の性質上大部分は公表していない.後で述べる地下水

だけは誰もが自由に地下に穴を掘って汲み出し使用

さるべき性質のもので鉱床地質図としての地下水図が

作成出版されている･なお直接地下資源の賦存状

態と結びつく諸元を測定して作ったいわゆる探査図を

その地下資源の開発に用いている場合は中間の地質図

を作るという段階を省略したものとみるべきである･

水理地質図

水はわれわれに最も身近な鉱産物である･幸か不

幸か[1本では天然の水に恵まれているためにとかく水

の存在を忘れがちであるが近年多量の水を必要とす

る工業が発達してその水源を地下に求め一時に多量の

地下水を汲みあげすぎた結果さまざまな井戸災害が発

生しこのことは地下水の賦存状態を前もって調べあげ

ることの重要性を認めさせる結果となった.

諸外国でも水資源調査の必要性を知って地質との

関連のもとに地下水あるいは地表水を研究調査する

部門を地質調査所などに設けその成果を水理地質図と

して発表しているところが多い.

第8図はアメリカのカンサス州地質調査所が作

った地質･鉱産･水資源調査成果付図である.これに

は地質図鉱産図および地下水図が1組となって相互に

関連しあっている.

この地下水図では水露頭の位置とその諦元が

��

��

��

��

��

井戸の型式

井戸の直径

地表を基準とした地下水位

地表からの井戸の深さ

おもな帯水屑又は取水層

について記されまた地域全帯をいくつかの地下水区に

分けて仰)分類の基準とそれぞれの記号が凡例に出

ていて地図山1二のある点で水を求めるにはどうすれば

よいかがわかるようになっている.

20-150“｡

浅い

㌰�〰渮

20-100fユ.

層一事5-40“.

W^地域1:

比べ良くない

長

良}不貞

概して良

概して良

不良

不良

概Lて曳

取水汲

20-50カ.回ン/分

上細よ叩少ない

大部分は水溜め排戸

概して少ない

小皿

少尿

中程艇

少亙

少最

多世一中程度

左図の説1刀

第8図アメリカの地質･鉱産･水資源調査戊染付図�
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鵬榊鍛蛾繊轟総輔鄭鱒灘鑓珪1

紬鱗…鱗灘一繁簗董淋

1鱗灘一難離

語/1書･

第ω図は｢公衆の刊舳口版の要望にこたえてjii純

化した型式で発行した……｣と詮記のあるカナダ地質調査

所の1インチ:4マイル地質図幅である･この地方

はカナダの中央部で飛行機で接近する以外は春か夏

繁9図画ドイツの水理地質図

第9図は西ドイツのユ0万分の1地質総合図幅の

うちの水理地質図である.この図は地質図(“drift''

型式のもの)土壌図水理地質図が1揃いになったもので

応用地質図幅の1例にとりあげてもよかろう･

この水理地質図にはおもな帯水層が時代および層

相区分のどれに相当するかを記述しその他参考となる

資料が図上にもられているが多少混雑して読みにくい

����

きらいがある.右側の枠外にはこの鮒

図幅地域内の井戸の水質が棒グラ7とし

て図示されさらに位置(深さ)量(属品

別の可能取水量)質(含有成分)の三原則

は付属の説明書にも十分もられている･
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○竈

西紀層について述べてあり後半に基盤岩石の記載が

ある.

基図は空中写真から調製したもので湖水系沼沢

地急滞の位置および平均海水面からの高さが数カ所

に書かれているだけの非常に簡単なものである.

(筆者は地質都応用地質課)

妨.〕O.

布の凡f万11の1部第10図

カナダ地質調査所の1インチ:4マイル地質図幅�




